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	 死者の存在にまつわる問題を、吉沢文武は次の三つに整理している (吉沢, 2012, p. 3ff.) (2)。 
	  
	 ① 害悪を被るべき主体がそもそも死後には存在しない。 
	 ② 生きている人と関係に立つと思われる対象が死後に存在しない。 



































































	 ①’ 害悪を被るべき主体がそもそも現実には存在しない。 
	 ②’ 現実の人と関係に立つと思われる対象が現実に存在しない。 




















































































































































































































































































































































(1) エピクロス「メノイケウス宛の手紙」;  Nagel (1970). もちろん終焉テーゼと対立する意見や反論は存在
する。実際、死を終焉と見なさずに生活する人もいるだろう。すぐに思いあたる伝統的な異論は、死後の
魂や不滅の魂を持ち出すものである。より現代的で、意外に真剣に唱えられることの多い見解は、死後も人



















(8) Yourgrau (2000, p. 50) はこれを人の「存在論的な旅（ontological travel）」と呼ぶ。 
(9) 死者をめぐる存在論的な問題に対しておそらく最も精力的にマイノング主義のアプローチを擁護して
いる論者は、ユアグロ  ー (Yourgrau, 1987, 2000, 2019) である。吉沢 (2012, pp. 8ff.) も参照されたい。 








番であると言われるかもしれない（古典的なものとして Parsons (1975) など）。しかしたとえばユアグロー
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